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はじめに

テナガエビ科のチュウゴクスジエビPalaemon sinensis

（以前はPalaemonetes sinensisとして知られていた）は，

中国，ミャンマー，シベリア南東部，サハリンから知ら

れる淡水エビである（Holthuis, 1950；Li et al.. 2007；

Cai and Dai, 1999；Cai and Ng, 2002；Labay, 2011）．

本種はスジエビP. paucidensに酷似している淡水エビ

で，日本では2005年に静岡県の溜池から初めて確認さ

れた（大貫ほか，2010）．本種は中国から釣り餌として

輸入されたスジエビに混入して日本に持ち込まれ，これ

が逃亡したり，余った釣り餌が投棄されたりしたことが

野外での出現要因として考えられている（大貫ほか，

2010）．その後，チュウゴクスジエビの記録はImai and 

Oonuki（2014）によってスジエビとの簡易な見分け方

が示されてから増加し，2018年には16都県から報告が

ある（Imai et al., 2018；内田ほか，2018）．

名古屋市では，斉藤ほか（2017）および斉藤（2018）

が釣り具店で釣り餌として販売していたスジエビの種組

成を調査したところ，チュウゴクスジエビの混入を確認

した．また，斉藤ほか（2017）は愛知県内の3河川4地

点での淡水エビ類の生息調査を行ったが，チュウゴクス

ジエビを確認していない．

第一著者の今井は，中央水産研究所の張博士らと共に

日本各地のスジエビの遺伝情報を基にした分布調査を

行っている（張ほか，2018a，b）．愛知県産スジエビサ

ンプルを得るため，寺本（2014）等の情報を参考にして

スジエビの採集を行ったところ，チュウゴクスジエビを

確認した．野外からは名古屋市のみならず愛知県からの

初記録となるのでこれを報告する．

材料と方法

2018年8月3，4日に名古屋市西区庄内緑地公園内の

ガマ池（35°12′46″N; 136°52′53″E），中川区富田公

園付近の日光川水系戸田川（35°8′46″N; 136°48′39″

E），昭和区鶴舞公園内の秋の池（35°9′23″N; 136°55′

16″E）と胡蝶ヶ池（35°9′18″N; 136°55′16″E），名

東区牧野ヶ池緑地内の牧野池（35°8′53″N; 137°0′39″

E），南区呼続公園内の曽池（35°6′22″N; 136°55′48″

E），緑区新海池公園内の新海池（35°5′17″N; 136°57′

34″E），同区大高緑地内の琵琶ヶ池（35°3′58″N; 136°

57′30″E）で採集を行った（図1）．採集にはたも網（フ

レームサイズ：30×27 cm；目合い：3×3 mm）を用い，

採集する時間や回数は特に定めなかった．

採 集 し た ス ジ エ ビ 属 の エ ビ は そ の 場 で Imai and 

Oonuki（2014）に従って，頭胸甲の模様からチュウゴ

クスジエビ（逆ハの字の後ろは鈎状で，逆ハの字の間に
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では同じ場所で両種が採集された．

考察

名古屋市内の4つの池から外来種のチュウゴクスジエ

ビが記録された．斉藤ほか（2017）が2015年に名古屋

市の釣り具店1店舗で釣り餌として販売していたスジエ

ビの種組成を調査したところ，スジエビとチュウゴクス

ジエビの割合がほぼ同じであったことを確認した．スジ

エビを含むテナガエビ科エビ類は2016年7月27日に新

輸入防疫制度によって輸入許可の対象種となり，中国か

らの輸入が事実上停止した．これ以降の2016年11月か

ら2017年3月の釣り餌調査ではチュウゴクスジエビの混

入はなかったが，2017年5月の調査では再びチュウゴク

スジエビの混入が確認された（斉藤，2018）．このよう

に名古屋市内では，チュウゴクスジエビが流通していた

ことから，釣り餌の廃棄や放流が市内での出現要因と

なった可能性は十分にある．特に今回の発見場所はいず

は薄い直線がある，図2A）とスジエビ（逆ハの字の間

には斜線がある，図2B）を判別した．また，両種を同

一容器に入れた場合，スジエビと比較してチュウゴクス

ジエビの眼はやや小さい（図2C）．さらに，スジエビに

ついては側面から写真を撮影し，大貫（2010）に従って

AタイプとBタイプを判別した．エビは種ごとに99%エ

タノールで固定して遺伝子解析用のサンプルとし，共著

者および張博士に送付した．

結果

チュウゴクスジエビは庄内緑地公園のガマ池（図

3A），鶴舞公園の秋の池（図3B）と胡蝶ヶ池（図3C）と，

呼続公園の曽池（図3D）の4つの池で確認された（表1）．

また，スジエビは胡蝶ヶ池と曽池を除いた場所で確認さ

れ，すべてAタイプであった．なお，ガマ池ではスジ

エビは全域で見られたが，チュウゴクスジエビは図3A

に示したボート池に近い場所のみで採集された．秋の池

図1． 淡水エビの採集を行った名古屋市内の池と河川の位置．A，ガマ池；B，日

光川水系戸田川；C，秋の池；D，胡蝶ヶ池；E，牧野池；F，曽池；G，新

海池；H，琵琶ヶ池．
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図2． チュウゴクスジエビとスジエビAタイプの違いを示す

写真．（A）チュウゴクスジエビ．（B）スジエビAタ

イプ．（C）容器内での2種の存在．矢印がチュウゴク

スジエビ．

図3． チュウゴクスジエビが採集された池の写真．（A）ガ

マ池．（B）秋の池．（C）胡蝶ヶ池．（D）曽池．

B
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れも公園内の池であり，Saito（2017）が指摘するように，

人の立ち入りが容易な場所であるからエビの廃棄あるい

は放流は容易と考えられる．

チュウゴクスジエビは淡水での生活に適応した短縮し

た幼生発達を持つ（Shen，1939；大貫，2010）．そのため，

本研究で本種を発見した池でも繁殖は十分に可能であ

る．今後，チュウゴクスジエビの存在を念頭に置いて同

様の環境で調査を進めていけば，名古屋市内だけでなく

愛知県内の新たな場所で確認される可能性は十分にあ

る．また，Imai and Oonuki（2014）によってスジエビ

とチュウゴクスジエビの簡易な見分け方が提示される前

では，チュウゴクスジエビがスジエビとして報告されて

いる可能性もある．七里ほか（2017）や林・桑原（2019）

が行ったような過去の記録（標本や写真）の精査も必要

と思われる．
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